
§1．新学習指導要領について

2018年 3 月 30日に文部科学省より告示された

�高等学校学習指導要領 数学�に基づいて編修さ

れた教科書が，いよいよ各学校にお届けできる段階

となりました。

前回の学習指導要領の改訂では，数学Ⅰに�デー

タの分析�，数学Aに�整数の性質�が大項目として

加わり，その学習内容や指導方法が話題になりまし

た。今回の改訂では，数学Ⅰ�データの分析�と数

学B�統計的な推測�に仮説検定の内容が加わるな

どの変更はありますが，前回のような大項目の追加

はありません (次ページの新旧対照表も参照)。

新学習指導要領全体としては

⑴ 主体的・対話的で深い学びの実現

⑵ カリキュラム・マネジメント

など，更に数学科としては

⑶ 数学的活動の一層の充実

⑷ 統計的な内容等の改善・充実

⑸ ICT教材の活用

など学びの質の向上に関する課題が多くみられます。

⑴ 主体的・対話的で深い学びの実現

学習指導要領が�知識及び技能�と�思考力，判

断力，表現力等�で整理され，これに�主体的に学

習に取り組む態度�を加えた 3観点での観点別学習

状況の評価が求められています。

⑵ カリキュラム・マネジメント

教科横断的な学習の充実も求められており，新科

目�理数探究基礎��理数探究�も設定されました。

また，統計的な内容において，�情報Ⅰ�と相互の内

容の関連を図ることも大切であると示されています。

数学科内においても，大項目の追加はなかったもの

の，ベクトルを含む�数学C�の扱いなど，⑴を実

現するための各学校のカリキュラム・マネジメント

の確立が求められています。

⑶ 数学的活動の一層の充実

現行の�数学活用�の内容が数学A，数学 B，数

学Cの各科目に移行，課題学習が数学Ⅰ，数学Ⅱ，

数学Ⅲに設定されました。

⑷ 統計的な内容等の改善・充実

内容の追加 (仮説検定)とともに，統計的に問題

を解決する活動も重要視されています。

⑸ ICT教材の活用

教科書紙面の二次元コードやURLから，教科書

の内容に関連したデジタルコンテンツを利用するこ

とができるようになります。

§2．新課程版の教科書

このような新学習指導要領に基づいたご指導が始

まりますが，前述の課題に対しては，学校によって，

また先生によっていろいろな環境や考え方があり，

その取り組み方は多種多様であると考えています。

そこで，新課程の数研出版の教科書では，新学習

指導要領の目標を達成するための素材は�豊富に

かつ 取捨選択しやすく�用意されているのがよい

と考えました。

まず，新課程では，ますます多様なご要望にお応

えするため，新しい教科書�NEXT数学シリーズ�

を発行いたしました。このシリーズは

より本質的で汎用性のある�知識・技能�が

身に付くこと

を目指し，構成から見直した新しい教科書です。

また，これまでの 5つのシリーズも，新課程版と

して発行します。既存のシリーズでは，これまでの

編集方針は引き継ぎつつ，新しい工夫も盛り込んで

います。これまでの授業にスムーズに取り入れてい

ただくことができるよう，新要素は�豊富に かつ

取捨選択しやすく�用意しました。

実際に，各学校にお届けする見本本にてその内容

をご確認いただきますよう，お願い申し上げます。
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特集 新課程版教科書と第 1回共通テスト

新学習指導要領と新課程版の教科書

数研出版 編集部
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